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図1 国道201号新仲哀トンネル
付近の速度・事故状況

※ 速度：ETC2.0データ（R2.8～R3.3：休日）、事故：ｲﾀﾙﾀﾞﾃﾞｰﾀ（H28～R1）
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○苅田港で取扱う移出貨物の約8割はセメントと自動車関連貨物であり、それらの関連
企業の多くが国道201号沿線に立地。苅田港周辺地区を発着する大型車は、東西方向
の国道201号利用が約40％と南北方向よりも需要が多い状況。（図7,図8,写真2）

○これら物流を支える幹線道路網は、南北方向は東九州道と国道10号で多車線化され
ている一方、需要が多い東西方向は国道201号の2車線道路のみと脆弱。（図7）

○特に広域的な物流道路としての機能が高く、当該区間の大型車交通量（約24％）は
九州管内で3番目に多い状態。（図5,図6）

○当該区間の交通量は、県内直轄国道2車線区間の平均交通量を大きく上回る約2.3万台/日
となっており、交通容量不足による交通混雑・速度低下が発生。（図5）

①交通容量不足による交通混雑・速度低下の発生

○国道201号は北部九州における自動車産業のサプラ
イチェーン等を支える重要な物流道路であるとと
もに、沿線では空港・港湾機能の拡充や物流施設
の新設などが相次ぎ予定されるなど、物流道路と
しての重要性が増大。（図3）

○この物流を支える幹線道路の一部となる新仲哀ト
ンネル区間では、事故等による通行止めが発生し
た場合、迂回に約2倍の時間を要するなど、円滑な
物流環境の確保が課題。（図4）

１．一般国道201号仲哀拡幅の課題 ２．原因分析

３．政策目標

①幹線道路の速達性・安全性の向上

②物流を支える幹線道路の強化

①トンネル内の安全性に課題

②地域産業の物流を阻害

○当該区間は2車線区間であるにも関わら
ず、2万台/日が利用し、近年も増加傾向。
さらに、令和2年7月に国道322号香春大任
バイパスが開通したことで、交通が集中
し、新仲哀トンネル内で低速車に起因す
る混雑が発生、特に休日で顕著な状況。
（図1,写真1）

○近年トンネル内での交通混雑等に伴い、
危険挙動である急ブレーキが急増するなど
道路利用者の安全性に課題。(図2）

一般国道２０１号 仲哀拡幅における計画段階評価

②東西方向の幹線道路が国道201号（２車線）のみと脆弱

ちゅうあい

写真1 トンネル内での
混雑状況（R3.10）

図8 苅田港の移出貨物取扱量

資料：港湾統計（R2) 

約８割

図4 迂回時の所要時間（新仲哀ＴＮ通行止め時）

通行止め時：約47分
（約29㎞）

通常時：約22分
（約14㎞）

約２倍

写真2 トンネル内での事故状況（H25.3）

※通常時；ETC2.0ﾃﾞｰﾀ（Ｈ30.4～Ｈ31.3平日）、通行止め時；民間ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾃﾞｰﾀ（Ｈ25.3.18）
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図5 国道201号新仲哀トンネル付近の交通量推移 図6 昼間12時間大型車交通量ランキング
（九州管内直轄国道２車線区間）

特に大型車は、県平均の約２倍で推移

県内直轄国道平均（２車線） 約14,100台/日

※ H27；H27年度全国道路・街路交通情勢調査、H28；事務所実態調査(H28.12)、
H29；事務所実態調査(H29.05)、R02；事務所実態調査(R02.11)
県内直轄国道平均は、H27年度全国道路・街路交通情勢調査より算出

※ H27年度全国道路・街路交通情勢調査
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図3 国道201号沿線の主要産業拠点分布
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図7 苅田港周辺地区発着の大型車交通流動
か ん だ

※ ETC2.0の大型車(H30.4～H31.3の平日)
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図2 国道201号新仲哀トンネル内
の急ブレーキ発生頻度

※ ETC2.0データ（H29～R2；1年分、R3；1～6月）0.3G～1.0Gを対象

（件/万台ｷﾛ・年）

※ 図中の開発計画は、
報道資料や各種HP
を基に整理



[計画概要]
・路 線 名：一般国道２０１号
・区 間：田川郡香春町大字鏡山～京都郡みやこ町勝山松田
・概略延長：２．２ｋｍ ・車線数：４車線
・種級区分：第３種第１級 ・設計速度：８０ｋｍ/ｈ

（参考）当該事業の経緯等
・H2 ：新仲哀トンネル事業化

・H19.3：新仲哀トンネル開通、既設トンネル閉鎖

・R1.9 ：国道201号香春～行橋における計画段階評価にて、既設トンネルを

利活用する方針を確認。

［地域の要望等］
・R2.7 ：筑豊横断道路建設促進期成会が国土交通省・財務省に早期事業

着手を要望

・R2.8 ：みやこ町国道201号整備改良促進期成会が国土交通省に早期事業

着手を要望

・R2.11：筑豊横断道路建設促進期成会が国土交通省・財務省に、田川地域

国道整備促進期成会が国土交通省に早期事業着手を要望

・R3.7 ：筑豊横断道路建設促進期成会が国土交通省・財務省に、みやこ町

国道201号整備改良促進期成会が国土交通省に早期事業着手を要望

・R3.11：田川地域国道整備促進期成会が国土交通省に早期事業着手を要望

・R3.12：筑豊横断道路建設促進期成会が国土交通省・財務省に、みやこ町

国道201号整備改良促進期成会が国土交通省に早期事業着手を要望

４．対策案の検討

一般国道２０１号 仲哀拡幅における計画段階評価
ちゅうあい

対応方針：【案①】既設トンネル活用案による対策が妥当

【標準断面図】

盤下げ

避難連絡坑

約40m
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一般国道201号 仲哀拡幅

延長2.2km

322

322

201

201

福岡県

みやこ町

香春町

幹線道路の速達性・安全性の
向上

○

・４車線化により、速達性・安全性が向上する
　○混雑度
　（整備前）1.52　→　（整備後）0.67
　○死傷事故率
　（整備前）83件/億台キロ・年　→　（整備後）31件/億台キロ・年

○

・４車線化により、速達性・安全性が向上する
　○混雑度
　（整備前）1.52　→　（整備後）0.67
　○死傷事故率
　（整備前）83件/億台キロ・年　→　（整備後）31件/億台キロ・年

物流を支える幹線道路の強化 ○
・４車線化により、通行止めによる広域迂回が解消する
　○通行規制時の迂回時間の短縮
　（整備前）約47分　→　（整備後）約20分

○
・４車線化により、通行止めによる広域迂回が解消する
　○通行規制時の迂回時間の短縮
　（整備前）約47分　→　（整備後）約20分

自然環境（地形の改変） △
・トンネル前後で一部改変が伴うが、既設トンネルを活用する
　ため、案②より影響は小さい

× ・新たにトンネルを整備するため、地形の改変は大きい

用地・構造物の活用 ○ ・取得済みの用地や既設トンネルを活用できる × ・新たに整備するため用地の取得が生じ、既設トンネルは活用できない

事業費

政
策
目
標

道
路
整
備

に
よ
る
影
響 約８４億円 約１３９億円

総合評価 ○ ×

評価項目 【案①】既設トンネル活用案 【案②】別線整備案

ルートの趣旨 延長　２．２km 延長　２．２km


